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隋天台智顗（538 〜 597）は , その生涯において諸経論の解釈を行っているが , 多くの場合「五重玄義」
を採用している。釈名・弁体・明宗・論用・判教の「五重玄義」は , 先学達によって智顗の独特の経典解
釈法であるといわれている。現に智顗が , 総合仏教的視点から仏教体系を構築し , いかんなく釈尊の意を
伝え得て , 後世に大いなる影響をおよぼした要因の一つが , この「五重玄義」であると言って過言ではない。









, 特にその傾向が顕著であったが , 従来の構想を再考したものが「五重玄義」であると論じた。４,「天台
大師と南岳慧思禅師」：『央掘摩羅経』の引用と如来蔵の思想の導入の異同について論じ , 智顗は , 衆生法
の説明に如来蔵の意義は用いなかったと結論した。
以上 , 第一章は , 全般にわたって天台仏教の背景にあるものを基本的に論じている。
第二章　五重玄義の構造とその意義では , 四節を設け論じている。１,「五重玄義と四悉檀」：智顗の教








は衆生の因果が , 実的仏の因果に直結していることを表明したと理解した。智顗の「宗」は , 一経におけ
る旨とすべき教えという意義を明らかに超えている。凡夫から仏へ,迷いから悟りへ,仏道修行の道程を「仏
自行因果」という端的な句によって説き示したものと理解すべきであると結論している。














































五重玄義 , 化法四教 , 四種四諦 , 四不可説等が智顗の思考の中では構造的に全く重なるのである。同様に ,『玄





古来 , 体と宗とは混然と扱われており ,『玄義』ではなぜ体と宗との区別をあるのか , その点を明らかにし
ようと試みた。
智顗は若年より親しんできた『大智度論』の所説を手がかりに大乗経典に通じる理として諸法実相印を


















智顗の理解によれば , 法華経は迹門に弟子の実因実果を説き , 本門には師の実果を明らかにしていると
いう。確かに , 法華経の迹門では , 仏は一仏乗をもって衆生に法を説き , 根性の熟した衆生は同一の悟り
の味を得ることができると言う。その意味でたとえば童子が戯れに砂を集めて仏塔を作るような小さな善
行に対しても仏道を成就する可能性が示唆されている。すなわち衆生の側にあらゆる因果を想定し , それ




つまり師弟 , 権実両面から因果を考えるならば , この因果を行じるのは「仏」と言いながらも , それはす
なわち弟子であるところの個々人の問題であることが含意されているのである。よって智顗における宗と
は , 一経における旨とすべき考えという意義を明らかに超えている。凡夫から仏へ , まよいからさとりへ ,
仏道修行の道程を「仏の自行の因果」という端的な句によって説き示したものだと理解すべきだろうと結
論した。
論者は , 最後に「このような課題を解決するには不十分な論考であるが , このことを見すえながら今後
の研鑽を期す」と自戒しているが , 本論文は , ともすると形骸化しがちな現代の仏教学に新たな学風を示
したものと言えるものである。
よって , 課程博士論文として認めるものである。
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